
 

※なお，本校では，上記の資質・能力を児童及び教諭間で共有するために，次の名称を用いている。 

「自分事の問い追究力」（探究力），「かんがえ力」（思考力・判断力・表現力），「ふりかえり力」（メタ認知力） 

「みんなと解決したい気持ち」（協働・合意形成意欲），「引き受ける心」（地域貢献力）「するどい目」（本質を志向す

る価値観） 

１ 単元について                                （15 時間扱い） 

月 ４   ５   ６   ７  ８   ９   10   11   12   １   ２   ３ 

単

元 
 

 

２ 児童観 

(1) 児童の学習経験や日常の児童の様子から 

本学級の児童は，５年生の時に，「小田川をよりよくしよう」という単元で，地域にある小田川で生

き物や自然に触れ合う活動を通して，ゴミの不法投棄があったり，生き物が少なかったりすることな

どに気づき，小田川の環境をよりよくしたいという思いをもった。児童は，自分たちにできることを

考えて小田川の環境改善の取組を実行し，実行したことや協働して取り組んでいきたいことを環境衛

生課へ発表し，環境衛生課の方と一緒にできることを模索してきた。これらの活動を通して，地域の

課題を発見し，それを引き受けることや，引き受けた課題をもとに解決に向けて追究し取り組もうと

いう態度が育ってきている。しかし，普段の学校生活の中では，教師の指示を待ったり，課題の追究

の方針と自分の思いがずれていても，声を上げなかったりするなど学習に対して「受け身」の姿勢が

見られることが多い。また，他者の考えに触れる中で自分の考えを深めたり，改めたりするという経

験も少なかったため，自他の意見を見直し，合意を形成することが課題としてあげられる。これらの

ことから，外部の他者と協働して物事を進めたり，外部とのつながりの中で責任や児童にかけられた

期待を自覚して追究を進めたりするような単元展開の工夫が必要であると考える。 
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単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

「探究力」「思考力・判断力・表現力」「メタ認知力」 

「協働・合意形成意欲」「地域貢献力」「本質を志向する価値観」 

 

「小田川の環境をよりよくしよう」  

小田川の環境をよりよくしよう(15 時間) 

神石牛を有名にしよう(55 時間) 



(2) アンケートから 

 児童の資質・能力及び態度の実態を明らかにするために以下のアンケートを行った。 

 資質・能力 アンケート項目 結果（人数） 

学

習

方

法 

スキル 

自分事の 

問い追究力 

授業では解決しようとする課題について「たぶんこうではな

いか。」「こうすればできるのではないか。」と予想しています。 

とてもそう思う  

そう思う  

あまりそう思わない  

そう思わない  

かんがえ力 

授業では，情報を比べたり（比較），仲間分けしたり（分類）

関係を見付けたり（関係付け）して何が分かるのかを考えて

います。 

とてもそう思う  

そう思う  

あまりそう思わない  

そう思わない  

自

分

自

身 

スキル 
ふりかえり

力 

学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか。」「学

習の方法でうまくいったことや失敗したことなどの理由」を

考えています。 

とてもそう思う  

そう思う  

あまりそう思わない  

そう思わない  

価値観 

倫理観 
するどい目 

振り返りをする時，「結局◯◯ってこういうことだな。」と単

元の学びを全て結びつけて考えたり，総合の学習を通して「生

きるってこういうことが大切なのかな。」と考えたりします。 

とてもそう思う  

そう思う  

あまりそう思わない  

そう思わない  

他

者

や

社

会 

意欲 

態度 

みんなと 

解決したい

気持ち 

友達と話し合う時，小さな意見の違いは大きな違いにつなが

ると考えて，お互いが納得のいく考えをつくろうとしていま

す。 

とてもそう思う  

そう思う  

あまりそう思わない  

そう思わない  

価値観 

倫理観 

引き受ける

心 

友達や，地域の人がもっている悩みを解決したり，願いを達

成してあげたりしたいと思います。 

とてもそう思う  

そう思う  

あまりそう思わない  

そう思わない  

この実態調査により児童は，（以下省略） 

 



学習材の魅力（学習材自体の価値や子どもにとっての魅力，GT の生き方） 

本単元では，小田川の環境改善について考える単元である。児童は，５年生の学習で，環境衛生課

と協働して環境改善に取り組む中で，小田川には不法投棄が多いこと，地域には環境を守るために取

り組んでいる人がいることに気付き，自分たちでできる小田川の環境改善の取組をしてきたところで

ある。 

本単元は環境衛生課からの依頼として，「新任の公衆衛生推進協議会員の研修の場で，児童に昨年度

の取組を発表をしてほしい」という願いを引き受けることから始まる。子どもたちが自分事として「小

田川の現状や改善の取組について提案したい。」という願いをもって活動することができると考える。 

また，公衆衛生推進協議会員や環境衛生課とともに実際に環境改善の取組をすることもできる。こ

のように多様な他者と触れ合う中で，自分たちの取組を決めていくことで，児童は他者と協働し，合

意を形成していくことのよさや難しさを感じるとともにその必要性を感じることのできる単元である

と考える。 

また，様々な外部評価を児童に受けさせることができる。事前に関係者と連携をとり，児童の資質・

能力の育成につながるよう意図を共有した上で他者評価を生かしたい。 

３ 単元観 

( 1 ) 本学習材のねらいについて 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 指導観 

指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

(1)自分事の問いの追究（主体的な学びの視点） 

児童の学びを自分事にさせるために，環境衛生課からの依頼を引き受けるか引き受けないか児童に

決定させる。また，昨年度から環境衛生課と連携を取り，児童の願いの一つであった看板作りの予算

を確保していただいた。この事実は，児童に伏せておき，児童が提案する中で実現されるように展開

したい。これらのことで，児童が「自分たちが行動を起こせば，地域の人たちは協力してくれるし社

会を変えることができる。ただし，自分たちの行動は責任をもって決めなくてはならない。」と実感で

きると考える。 

(2)学び合い（対話的な学びの視点） 

児童どうしで話し合う中で「小さな違いは大きな違いにつながる」ととらえて話し合っている態度

を評価し，小さな違いに目を向けさせ，合意を形成させていく。具体的な取組を決定していく中で，

決定への責任を意識させ，一つ一つの決定を注意深く話し合って決めていく場を設定する。 

また，多様な他者と話しあう場として公衆衛生推進協議会や環境衛生課の方々と話し合い，取組を

決めていく場を設定する。 

本学習材における「生き方」について 

【本質的な問い】小田川をよりよくするにはどうしたらよいのだろうか。 

本学習材は，小田川の環境改善を目指す中で，地域の方の課題を自分事として引き受け，他者（児

童，公衆衛生推進協議会員，環境衛生課）と協働して取り組む方法を考えたり，取り組む方法をまと

めるためにしぶとく合意形成を図り続けていったり，具体的にどのように行動するか，自分で決めよ

うとしたりする生き方に迫ることをねらいとしている。 



(3)深く（深い学びの視点） 

生き方について深く考えさせるために，外部評価を取り入れる。具体的には，公衆衛生推進協議会

の研修での発表に向けた練習に教頭・教務主任などに参観の協力を得て，中途評価を受けさせる。 

また，公衆衛生推進協議会での発表の場を一方的な発表の場ではなく，児童の基調提案に対し，環

境衛生課や公衆衛生推進協議会のメンバーの方がコメントをし，よりよい取組にしていくという展開

にしていく。 

最終的な看板作りについても，児童の描いた看板のアイデアを環境衛生課に評価していただき，実

際に看板を作る際のポイントなどを踏まえてアドバイスをもらう場を設定する。 

以上のような外部評価を取り入れることで，児童は３（１）に示した生き方を考えることに迫って

いくだろう。 

 

５ 本単元で設定した目標 

観

点 
観点 目 標 

学

習

方

法 

自分事の問

い追究力 

・環境衛生課からの依頼を引き受けた上で自分にとっての小田川の課題を明らかにし，その改

善策の提案に向けて探究を進め，実行することができる。 

かんがえ力 
・５年生の時に調べたり取り組んだりした活動の中から課題を解決する上で適切と考える方法

を理由をもって選ぶことができる。 

自

分

自

身 

ふりかえり

力 
・作業の進捗状況や自分の取組を振り返り，課題を見付け改善することができる。 

するどい目 ・触れ合う大人のよさに目を向けながら自分の成長を振り返ろうとする。 

他

者

や

社

会 

みんなと解

決したい気

持ち 

・環境衛生課と連携を取りながら，発表内容について話し合ったり，児童どうしで取組につい

て意見を出し合ったりしようとする。 

・公衆衛生推進協議会員と話し合いながら一緒にできることを見付けていこうとする。 

引き受ける

心 
・環境衛生課からの依頼を引き受けて，期待に見合う発表内容を準備しようとする。 

 

６ 本単元で設定した評価規準 

観

点 
観点 評価規準 

学

習

方

法 

自分事の問

い追究力 

・環境衛生課からの依頼を引き受けた上で自分にとっての小田川の課題を明らかにし，その改

善策の提案に向けて探究を進め，実行することができている。 

かんがえ力 
・５年生の時に調べたり取り組んだりした活動の中から課題を解決する上で適切と考える方法

を，理由をもって選ぶことができている。 

自

分

自

身 

ふりかえり

力 
・作業の進捗状況や自分の取組を振り返り課題を見付け改善することができている。 

するどい目 ・触れ合う大人のよさに目を向けながら自分の成長を振り返ろうとしている。 

他

者

や

社

会 

みんなと解

決したい気

持ち 

・環境衛生課と連携を取りながら，発表内容について話し合ったり，児童どうしで取組につい

て意見を出し合ったりしようとしている。 

・公衆衛生推進協議会員と話し合いながら一緒にできることを見付けていこうとしている。 

引き受ける

心 
・環境衛生課からの依頼を引き受けて，期待に見合う発表内容を準備しようとしている。 

 



７ 指導と評価の計画（全 15時間） 

過程 時 ○学習活動・◆内容 評価規準（評価方法） 

自分事

の問い

の設定 １ 

○環境衛生課からの公衆衛生推進協議会の研修の場で話

してほしいという依頼を引き受けるかどうか話し合

う。 

◆GT の抱えている課題意識を見つける。 

◆自分たちにできることを考える。 

引き受ける心 

・環境衛生課からの依頼を，理由を

もって引き受けようと決意して

いる。（振り返り） 

情報 

収集 

・ 

整理 

分析 

２

３ 

○自分たちにできることを整理し，課題意識ごとに提案

内容を決める。 

◆相手や目的に合わせた提案を考える。 

◆「現状－課題－解決策」が一連のつながりのあるもの

になっているか考える。５年国語科「天気を予想する」

の構成を活用させる。 

かんがえ力 

・相手や目的に応じた提案内容を考

えたりその重要性を再認識した

りすることができている。（振り

返り） 

・「現状－課題－解決策」が一貫し

た提案になるように構成を考え

ている。（行動観察・振り返り） 

４ 

５

６ 

７ 

○発表に向けて準備をする。 

◆模造紙に「現状－課題－解決策」のつながりが相手に

伝わる表現を考える。 

◆教頭，教務主任，養護教諭の評価を受け，見直す。 

◆効果的な音声による表現方法を考える。 

 

かんがえ力 

・現状－課題－解決策の構成と，見

出し，リード文，写真，挿絵など

を効果的に使いながら発表をま

とめた模造紙を作成している。

（模造紙・振り返り） 

自分事の問い追究力 

・質疑応答したり，応答できない問

いに対してどのようにして解決

していくか決定したりしている。

（振り返り） 

まとめ 

創造 

表現 

８

９ 

○公衆衛生推進協議会の初任者研修の場で発表し，より

よい実行計画を協働して立てる。 

◆相手に伝わりやすいように発表する。 

◆大人から尋ねられたり意見を出されたりした時に，答

える。 

みんなと解決したい気持ち 

・公衆衛生推進協議会員と話し合い

ながら一緒にできることを見付

けていこうとしている。（行動観

察） 

ふりかえり力 

・今までの取組や自分のがんばりを

振り返り，これからの目標を設定

しようとしている。（ノート） 

整理 

分析 

10 

11 

12 

○看板のデザインを考える。 

◆看板デザインとその説明を書いたものを作成し，保護

者や他の学年の評価を受ける。 

→図画工作科で看板デザインの作成 

○公衆衛生推進協議会の人と協働してできる取組につい

てまとめる。 

かんがえ力 

・現状の改善に見合ったデザインは

何であるか理由を考えて表現し

ている。（振り返り） 

かんがえ力 

・相手を意識して効果的な表現法お

方を考えることができている。

（発表・振り返り） 

みんなと解決したい気持ち 

・環境衛生課と連携を取りながら，

看板について話し合ったり，児童

どうしで取組について意見を出

し合ったりするなかで優先すべ

き条件を見つけようとしている。

（行動観察） 

実行 13 ○看板を立て，小田川環境をよくする取組を公衆衛生推 引き受ける心 



14 進協議会と共に行う。 

◆地域の方と小田川の環境に関する啓発活動に進んで取

り組む。 

・他人の願いを自分事として引き受

けることのよさに気づいている。 

（振り返り） 

振り 

返り 

15 

○自分のがんばりや生き方についての考えをまとめる。 

◆学びを関連付け，意味を見出す。 

・今回小田川の看板を立てる中で，大人の人たちとたく

さん話し合いました。今までは緊張していたけど，大

人の人の話を聞くと納得いくことがたくさんあって自

分たちがどうやっていけばよいかとてもよく分かりま

した。難しい質問を受けても何とか「たぶん」で答え

るようにして自分なりでいいので答えようと努力でき

ました。 

  結局環境を守るということは，ただ環境を守る取組

をやればいいのではないと思います。そうではなくて，

本当に効果があるのかしっかり考え，いろんな人と話

し合って何をするか決めることが大切だと感じまし

た。これからも本当に効果があるのかと考え，人と話

し合いながら物事を決めていきたいです。 

するどい目 

・自身のがんばったことや進めてい

く上で壁に感じたこと，その時に

どのように壁を解決していった

経緯と，触れ合った大人のよさに

目を向けながら自分の成長を振

り返ろうとすることができる。

（振り返り） 

 



８ 本時の展開（１時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・環境衛生課からの依頼を，理由をもって引き受けようすることができる。 

（２）学習の展開 

 

 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判断

した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

１ 環境衛生課の依頼を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：このような依頼を受けたのですが，

どうしますか。引き受けますか？ 

Ｃ：どうしよう。大人の前で発表するの

は緊張するな。 

Ｃ：でもぼくたちは去年取り組んだんだ

からできるんじゃない。引き受けてで

きることはなんだろう。 

２ 課題を立てる。 

Ｔ：今感じている課題は何ですか。 

Ｃ：環境衛生課の人にはお世話になった

し，僕達も色々やってきたから発表は

しなくてはいけないと思うんだけど，

どんな内容にしたらいいかが分かり

ません。 

C：どんな方法や内容を伝えたらいいか

を考えないといけません。 

 

Ｔ：どんな方法でどんな内容が伝えられ

るか考えましょう。 

Ｃ：伝えるんだったら，人口産卵床のつ

くり方とか，排水の問題を伝えたい。 

Ｃ：一緒にゴミを拾うとか，看板を立て

るとか，実際にやることを話し合いた

い。 

３ 振り返る。 

Ｔ：振り返りを書きましょう。 

Ｃ：去年，ぼくたちで取り組んだものだ

けでは，効果は大きくありませんでし

た。今度は地域の人と一緒にできるの

で，がんばって小田川をきれいにした

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事前に環境衛生課と連携を

とり，研修の参加方法につい

て確認しておく。 

○引き受けることに躊躇して

いる子の悩みによりそい，何

が悩みかを明らかにしなが

らそれを解決する方法を話

し合わせる。 

○課題意識を発表させ，まとめ

て課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

○内容や方法だけでなく，公衆

衛生推進協議会員との取組

なども含めて考えている児

童に意図的に発表させる。 

☆思いつかなくて悩んでいる

児童には，昨年度の取組を想

起させ，やりたいことをまず

見付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き受ける心 

・環境衛生課から

の依頼を，理由

をもって引き受

けようと決意し

ている。（振り返

り） 

引き受けるとしたら，どんな方法でど

んな内容を伝えたらよいのだろう。 

６年生の皆さん，去年は，小田川の環境の事について本気で考えてく

れてありがとう。私達環境衛生課は，環境をより良くすることが仕事で

すが，最終的には，みなさんのようにそこに住む人が本気になって取り

組むことが大切だと考えています。だからみなさんの昨年のがんばりに

感動しました。そこで，今度行われる公衆衛生推進協議会の研修会で，

皆さんが本気になって取り組んでいることを発表してもらえませんか。 



８ 本時の展開（２時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・相手や目的に応じた提案内容を考えたりその重要性を再認識したりすることができる。 

（２）学習の展開 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判断した児童

への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

７分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 分 

 

 

 

 

 

１ 具体的な方策について話し合

う。 

Ｔ：では公衆衛生推進協議会で発

表することを決めていきましょ

う。 

Ｃ：看板作りのデザイン提案です。 

Ｃ：生き物を増やす提案です。 

Ｃ：水質が汚いのでそのことを伝

えたらいいと思います。 

Ｃ：ゴミのポイ捨てが多いので，

それを減らすことをしたらいい

と思います。 

２ 進める手順について話し合

う。 

Ｔ：今日は何からとりかかります

か。 

Ｃ：看板作りの提案からしたいで

す。 

Ｃ：看板作りの提案をするなら，

まず，実際の看板をいろいろ調

べたいです。 

Ｃ：調べてやるとオリジナルでは

なくなるから，まず自分で作り

たいです。 

Ｔ：どういう順にしたらよいでし

ょう。 

Ｃ：実際の看板を見て学ばないと

いいものが作れません。 

Ｃ：オリジナルなものを作らない

と盗作になります。 

Ｃ：だったら，最初に自分たちで

簡単にかいてみて，その後実際

の看板を調べて，そしてもう一

度デザインを考えてみたらいい

と思います。 

３ 課題を立て看板のラフスケッ

チをかく。 

Ｔ：今日の課題は何ですか  

Ｃ：看板のデザインを考えようで

す。 

Ｃ：どんな方法や内容を伝えたら

◯生き物，水質，ゴミなどは目的をもと

にしたグルーピングであることに対

して，看板作りは方法であることを説

明し，看板作りでどのような目的を達

成したいのかを考えさせる。 

◯この時点では，看板作りの予算が降り

ていることは知らせていない。第８，

９時に環境衛生課から予算をつけた

話を聞くことにしている。 

○前時の想起から，提案したい内容ごと

にグループを作成する。ここで挙げた

うち三つ（生き物を増やす提案，水質

改善の提案，ゴミを減らす提案）でグ

ループを作成する。これらのグループ

で今後模造紙に提案内容を書いてい

く。 

○５年生の学習を想起させ，伝えたい内

容を発表させる。 

◯児童は，まず具体的な看板作りの提案

から取り掛かりたいと考えたので，看

板デザインを考えていくことにした。 

 

 

 

 

 

○手順について考えさせ，皆の納得の行

く手順で学習ができるようにさせる。 

○進め方で対立するところを明らかに

し，それぞれの思いを出させる。 

○合意を形成するような意見を探そう

としている態度を評価する。 

 

 

 

☆かけていない児童がいたら何で悩ん

でいるのかをしっかりと聞き，児童が

大切にしている価値観を評価する。デ

ザインをかく紙を渡しておき，次時ま

で考える時間を与える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんがえ力 

・相手や目的に

応じた提案

内容を考え

たりその重

要性を再認

識したりす

ることがで

き て い る 。

（振り返り） 



 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

いいかを考えないといけませ

ん。 

 

Ｔ：それではとりかかりましょう。 

４ 振り返る。 

Ｔ：振り返りを書きましょう。 

Ｃ：今日僕は時間内にかきおわる

事だけを気にしていました。作

業が間に合っていなかった○○

くんは，「どういう人がどういう

気持ちでゴミを捨てるのか」深

く考えていました。そうやって

考えることが大事だと思ったの

で，このデザインをもっと見直

さなくてはいけないと思いまし

た。 

 

 

 

○相手意識や目的意識をもって活動し

ようとしている児童を評価する。 

 

 

看板のデザインを考えよう。 



８ 本時の展開（３時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・「現状－課題－解決策」が一貫した提案になるように構成を考えることができる。 

（２）学習の展開 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判

断した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

７分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

１ 過去の学習を想起させる。 

Ｔ：さて，環境衛生課に頼まれた研修会で発

表することについてですが，三つのグルー

プを前の時間に作りましたね。今までの学

習で，使えるものがありませんか。 

Ｃ：５年の時の「天気を予想する」では，現

状－課題－解決策の順で説明されていて，

何が課題かがはっきりするので，解決策を

取り入れる大事さが分かりました。 

Ｃ：「ようこそ私達の町へ」で，目次や見出

し，リード文を使うこととか，写真などを

使って効果的に伝えることが大事だと習

ったからそれを使えばいいです。 

２ 課題を設定し，グループで発表の構成を

考え話し合う。 

Ｔ：それでは個人で「現状‐課題‐解決策」

の構成で何を発表するかプリントにまと

め，発表しましょう。 

 

Ｃ：川に，ゴミが色々と落ちています。ゴミ

を捨てる人をストップさせることが課題

なので，看板作りのデザイン提案をしたら

いいと思います。 

Ｃ：ホタルもいないし，生き物も少ないです。

だから解決策として生き物を増やす人口

産卵床の提案をしたいです。 

Ｃ：水質が汚いので，水質をきれいにするこ

とを提案したいです。 

Ｃ：水質をきれいにするには具体的に何をす

るのですか？ 

Ｃ：僕達が５年のときに作った浄水器がある

ので，それを公衆衛生推進協議会の人と作

ってきれいにします。 

Ｃ：それって，効果があるんですか？ 

Ｃ：すくった水の部分だけは効果があるけ

ど，継続できないので効果は少ないです。 

３ 振り返る 

Ｔ：今日の話し合いで，課題に対して本当に

◯環境衛生課に頼まれた研修

会での発表の仕方は，①模

造紙をもとに説明，②模造

紙を囲んで公衆衛生推進協

議会の方々と質疑応答をす

るという順にすることを説

明する。 

○前時の想起から，提案した

い内容ごとにグループを作

成する。 

○５年生の学習を想起させ，

伝えたい内容を発表させ

る。 

○国語科で学習したことと関

連付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

○現状‐課題‐解決策をどの

ように構成するか話し合わ

せる。 

☆課題に合った解決策かその

つながりを意識できるよう

声掛けをする。 

○課題に対する解決策になっ

ているかどうかを観点に話

し合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんがえ力 

・「現状－課題

－解決策」

が一貫した

提案になる

ように構成

を考えてい

る。（行動観

察・振り返

り） 

現状－課題－解決策をはっきりさせた

発表の構成を考えよう。 



 

 

 

解決策となっているかどうか話し合えて

いました。課題と解決策をつなげて考えて

いたところが「かんがえ力」だなと思いま

した。 

Ｃ：課題を本当に解決できるか考えて継続で

きることにしようと思いました。 

○話し合いのよかった姿を評

価する。 

 

○相手意識や目的意識をもっ

て活動しようとしている児

童を評価する。 

 



８ 本時の展開（４，５時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・現状‐課題‐解決策の構成と，見出し，リード文，写真，挿絵などを効果的に使いながら発表

をまとめた模造紙を作成することができる。 

（２）学習の展開 

 

 

 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判

断した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

80 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

１ 模造紙を作成する。 

Ｔ：模造紙に各チームでまとめていきましょ

う。今までの学習で使えることは前回みん

なが発表したように，「現状－課題－解決

策」の構成や，見出し，リード文を使うこ

ととか，写真や挿絵などを使って効果的に

伝える工夫をすることなどでしたね。それ

ではチームごとに模造紙にまとめていき

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 振り返る。 

Ｔ：今日は，作業をうまく分担してやってい

る班がありました。そして，自分の仕事を

一生懸命やっている人がいました。こうや

って責任持って進めていくのが「自分事の

問い追究力」だなと思いました。また，何

より今日は，相手に伝わることを考えて模

造紙の表現を工夫している人たちがいま

した。これも「かんがえ力」だと思いまし

た。 

Ｃ：今日は，新聞を見本にして，リード文を

考えました。使える写真を見つけたので次

回は写真を貼り，相手に伝わるようにした

いです。 

◯各チームの「現状‐課題‐

解決策」が一貫したものに

なっているか確認してから

作業に入る。 

◯当日の会場について説明

し，①模造紙をもとに説明，

②模造紙を囲んで公衆衛生

推進協議会の方々と質疑応

答があることを説明する。 

○作業を見ている人が出ない

よう「現状役」「課題役」「解

決策役」「挿絵役」など分担

して作業することを確認す

る。 

◯模造紙の他に画用紙を渡

し，後で模造紙に貼って良

いことを伝え，分担して作

業しやすくする。 

☆作業中悩んでいる児童が多

い場合は，「現状役」などの

役割ごとのグループで相談

する時間を取る。 

◯作業の途中で各チームから

１名他の作業をしているチ

ームの様子を見に行かせ

る。その際必ず自分たちの

発表に取り入れるべき表現

の工夫を一つ以上見つけ

て，チームに伝えることを

確認して様子を見に行かせ

る。 

 

○相手意識や目的意識をもっ

て効果的に表現しようとし

ている児童を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんがえ力 

・現状－課題

－解決策の

構成と，見

出し，リー

ド文，写真，

挿絵などを

効果的に使

いながら発

表をまとめ

た模造紙を

作成してい

る。（模造

紙・振り返

り） 

 

チームの発表を模造紙にまとめよう。 



８ 本時の展開（６，７時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・質疑応答したり，応答できない問いに対してどのようにして解決していくか決定したりする。 

（２）学習の展開 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判断した児

童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

15 分 

 

10 分 

 

１ 模造紙を仕上げる。 

Ｔ：前回の振り返りをもとに模造紙を

完成させましょう。 

 

 

 

 

 

 

２ 発表練習をする。 

・全体の前で模造紙をもとに発表する

練習をする。 

 

 

 

３ 質疑応答の練習をする。 

 

 

 

 

 

４ 発表する。 

 

５ 振り返る。 

Ｔ：今日は，「たぶん，でも，きっと」

を使いながら受け答えをしました。

難しい問題でも自分で考えながら

なんとか話そうとしていた人は「か

んがえ力」を使っているなと思いま

した。反対に，今は答えられないか

ら調べないといけないと考えてい

る人もいました。これはまさに「自

分事の問い追究力」です。振り返り

を書きましょう。 

Ｃ：今日は，◯◯くんの質問で，「人

口産卵床はどれくらい効果がある

のですか」と言われたのがドキッと

しました。実際やってみたら，貝の

仲間しか増えなかったので他の人

たちの人口産卵床はどんな効果が

あったのか調べたいです。 

◯授業前に作成途中の模造紙に，教師

の評価として付箋を貼っておく。観

点は，①構成②効果的な表現③悩ん

で止まっているところに対する助

言である。悩んで止まっているかど

うかの判断は，前時の活動の様子及

び児童の振り返りの記述から判断

する。 

◯前回の振り返りを想起させ，模造紙

作成に必要なことを考えさせる。 

◯模造紙を見て，予想される質問を付

箋に書き，模造紙に貼らせる。他の

チームに対しても予想される質問

を書かせ，貼り合わせる。 

◯「たぶん，でも，きっと」の副詞や

接続詞を示し，答えるのが難しい質

問にも推論しながら答えさせる。 

◯付箋紙の質問を答えられるもの，答

えられないものに分類させる。 

 

◯教頭，教務主任，養護教諭に発表を

聞いてもらい，児童に評価を受けさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分事の問い

追究力 

・質疑応答し

たり，応答

できない問

いに対して

どのように

して解決し

ていくか決

定したりし

ている。（振

り返り） 

 

模造紙を完成させ，予想される質

問とその答えを考えよう。 



８ 本時の展開（８，９時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・公衆衛生推進協議会員と話し合いながら一緒にできることを見付けていこうとする。 

・今までの取組や自分のがんばりを振り返り，これからの目標を設定する。 

（２）学習の展開 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判

断した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

20 分 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

25 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 課題を確認し，会場に移動する。 

 

 

 

 

 

２ 基調提案をする。 

・全体の前で模造紙をもとにグループごとに

発表する。（５分ずつ３グループ） 

 

３ 質疑応答をする。 

・模造紙を机の上に置き，３つの班に分かれ，

公衆衛生推進協議会の方に見て回ってい

ただき，質疑を受け，答える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 一般財団法人広島県環境保健協会，公衆

衛生推進協議会，環境衛生課の評価を受け

る。 

◯一般財団法人広島県環境保健協会 

 
◯公衆衛生推進協議会 

◯環境衛生課 

◯模造紙を壁面に貼り，環境

衛生課の進行で始める。参

加者は環境衛生課 3 名，一

般財団法人広島県環境保健

協会１名，公衆衛生推進協

議会およそ 20名 

 

○付箋を用意しておき，公衆

衛生推進協議会の方々にコ

メントを書いていただく時

間を取る。 

◯公衆衛生推進協議会の方々

に付箋を貼りながら，各グ

ループを回っていただき児

童と質疑応答をしていただ

く。観点としては，①実際

にやってみたいと思うか②

やりたいと感じたのはなぜ

か，やりたくないと感じた

のはなぜか。 

◯答えられない質問には，予

想であることを前置きして

から「たぶん，でも，きっ

と」を使いながら答えさせ

る。 

◯事前に環境衛生課を通じて

肯定的な評価をいただける

よう伝えておく。 

◯いただいた評価を校内にも

掲示し，振り返りに活用す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなと解決

したい気持ち 

・公衆衛生推

進協議会員

と話し合い

ながら一緒

にできるこ

とを見付け

ていこうと

している。

（ 行 動 観

察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私達が今から地域の環境を守っていく役

割を担っていくのですが，小学生のあなた

達が頑張ろうとしている。その姿に本当に

感動しました。私達も責任持って仕事をし

ていかなくてはならないと思いました。 

多くの学校の発表を見ることがあるけれ

ども，６年生のみんなは，ただ発表するだ

けでなく，地域の人たちと質疑応答しなが

らどうやって取り組んでいくかを決めよ

うとしているのがすごいと思いました。 

話し合いの中から一緒にできることを

見付けていこう。 

今までのがんばりを振り返ろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 
５ 学校へ移動し振り返る。 

Ｔ：今日は，色々な人にほめられましたね。

みんなが一生懸命やっている様子を見て，

大人の人が「もっとがんばらないと。」と

言っておられました。また，みんなが地域

の人と一緒になって解決していこうとす

る姿もほめてもらいましたね。受け答えで

は，「たぶん，でも，きっと」を使いなが

ら受け答えをしました。難しい問題でも自

分で考えながらなんとか話そうとしてい

た人は「かんがえ力」を使っているなと思

いました。反対に，今は答えられないから

調べないといけないと考えている人もい

ました。これはまさに「自分事の問い追究

力」です。振り返りを書きましょう。 

Ｃ：去年から色々なことを調べたりして小田

川のことを考えてきたけど，今日，たくさ

んの人の前で発表して，みんながやる気を

もってくれたし，私自身も発表中にいろい

ろ質問を受けてドキドキしたけど，何とか

答えようとすることができました。今度か

ら看板作りに向けてがんばりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふりかえり力 

・今までの取

組や自分の

がんばりを

振り返り，

これからの

目標を設定

しようとし

ている。（ノ

ート） 

 

 

みんなが本当によく調べていて，相手に伝

わりやすいように発表していてすごいと

思いました。みなさんが提案された看板作

りについてなんとか実現できるように一

緒に頑張っていきましょうね。 



８ 本時の展開（10 時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・図画工作科で作成した小田川の環境を守るポスターを評価し合い，環境衛生課に提案する原案

を決定することを通して，現状の改善に見合ったデザインは何か考えることができる。 

（２）学習の展開 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判

断した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

３分 

 

 

 

 

 

32 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 課題を設定する。 

 

 

 

 

 

２ どうやって決めていくか話し合う。 

Ｔ：デザインですがどうやって選んでいきま

しょうか。 

Ｃ：ぼくは，小田川に生き物を増やしていき

たいと思っているので，生き物の絵が描か

れているものがいいと思います。 

Ｃ：私は，反対に小田川がどれだけ汚れてい

るかを伝える看板にした方が，地域の人も

これではいけないと考えてくれると思う

ので，ゴミなどが描かれたものを選んだら

いいと思います。 

Ｃ：とりあえず絞ってみたらいいかなと思い

ます。 

Ｔ：それぞれの絵に色々な思いがあるのです

ね。それでは，まず絞っていきましょう。

環境衛生課の人に見ていただくのに何個

ぐらいに絞りましょうか。 

Ｃ：多すぎてもいけないので５つぐらいでい

いと思います。 

Ｔ：では，まず８つ程度に絞っていきましょ

う。そして作成者の意図を聞いて，５つに

絞っていきましょう。投票の結果この８つ

が出てきました。作成者の人は，どういう

意図だったのか，説明してください。 

Ｃ：私は，監視カメラを小田川に設置したい

んだけど，それにはお金がかかります。だ

からうそなんだけど監視カメラ作動中と

いう看板を立てて，それでゴミを捨てるの

を止めてもらいたいと思ってこのデザイ

ンにしました。 

Ｃ：ぼくは，小田川をよりよくしたいから，

水質環境がいい川にすむ生き物がたくさ

んいる絵を描きました。みんながこんな小

田川にしたいと思ってほしいです。 

Ｃ：私は実際に落ちていたゴミをたくさん描

◯２時間目に作成したデザイ

ンをもとに提案するものを

考えさせる。 

◯作品の出来・不出来で評価 

するのではなく，原案とし

てよいものを選ぶことを確

認する。作品も作成者の名

前で呼ぶのではなく作品番

号をつけ，作品の番号を使

って議論させる。 

◯デザインそれぞれに思いが

あることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童にカードを配り，取り

上げたいデザインに○をつ

けさせ集計する。集計した

結果の数値については開示

しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境衛生課の方が OK してくださった

看板作りに向けて，どのデザインを提

案するか決めよう。 



 

 

 

 

 

５分 

 

 

５分 

いてこれでいいのか？というメッセージ

を伝えたいです。 

３ デザインを５つに絞る。 

Ｔ：それでは，デザインを５つに絞っていき

ましょう。再度投票してください。 

４ 振り返る。 

Ｔ：投票の結果，この５つを提案することに

なりました。今日残念ながら外れてしまっ

た人もいますね。小田川をよりよくしよう

と考えて外れてしまった人の気持ちはど

うなるのでしょう。大丈夫です。今回提案

するのは原案です。環境衛生課の方に提案

後，あなたたち一人ひとりの意見をしっか

り作品の中に入れていってください。振り

返りには，今日投票した作品に投票した思

いや理由を入れて振り返ってください。 

Ｃ：僕のデザインは，落選してしまったけど，

生き物を増やしたいなと思っていて，○○

さんのデザインは，環境のよい場所に住む

生き物を描いていたのでいいなと思った

ので投票しました。 

 

 

 

 

かんがえ力 

・現状の改善

に見合った

デザインは

何であるか

理由を考え

て表現して

いる。（振り

返り） 

 



８ 本時の展開（11 時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・自分が選んだ看板のデザインについて環境衛生課に説明する準備をすることを通して，相手に

伝わるよう効果的な表現方法を考えている。 

（２）学習の展開 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判

断した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

８分 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

８分 

 

 

 

 

 

 

14 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

１ 課題を設定する。 

 

 

 

２ 環境衛生課来校の際の役割を考える。 

Ｔ：会を進める上でどんな役割が必要です

か。 

Ｃ：司会と挨拶と，会場準備があると思いま

す。 

Ｔ：では，その役割で決めていきましょう。 

３ 自分が投票した作品について，そのよさ

を説明する準備をする。 

Ｔ：自分が選んだデザインについて説明でき

るよう，準備をしましょう。後で班のメン

バーの半分が環境衛生課の人になりきっ

て質問をする時間をとります。本番で答え

られるように準備をしましょう。 

４ 環境衛生課役と説明役に分かれて質疑

応答の練習をする。 

Ｔ：それでは説明の練習を始めましょう。 

Ｃ（環境衛生課役）：このデザインの売りは

何ですか。 

Ｃ：このデザインは，今は小田川にいないの

ですが，きれいな川になれば増える生き物

をたくさん描いています。こんな川にした

いと思ってもらえると思ったので，このデ

ザインをお奨めします。 

Ｃ（環境衛生課役）：この生き物は何ですか。 

Ｃ：これは，カワゲラです。この表を見てく

ださい。きれいな川になるとカワゲラが増

えるとあります。 

Ｃ（環境衛生課役）：カワゲラは成虫になる

とどんな生き物になるのですか。 

Ｃ：すみません。調べていませんでした。調

べておきます。 

５ 振り返る。 

Ｔ：実際に話してみてどうだったでしょう。

うまくいかなかったところを準備してお

くと本番はうまくいきそうですね。 

Ｃ：絵を指し示しながら話せました。本番は，

敬語に気をつけたいです。 

◯環境衛生課の方に各作品の

ブースを回っていただき，

そこで質疑応答を受け，最

終的に評価してもらうとい

う当日の進行の仕方につい

て説明する。 

○司会進行役と挨拶役，会場

準備役の役を誰が担うか決

定させる。その際，司会役，

挨拶役には，今まで挑戦機

会の少なかった児童を優先

させる。 

◯後の質疑応答の時間を意識

させ，説明の準備をさせる。 

☆自分の小田川への思い，自

分が薦めるデザインを見た

人がどんな気持ちになって

もらえるか考えさせる。 

○環境衛生課役には首からか

ける名札をつけさせ，役割

を意識させる。 

○実際に環境衛生課の方と受

け答えするように質疑応答

は敬語で行わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かんがえ力 

・相手を意識

して効果的

な表現法お

方を考える

ことができ

ている。（発

表・振り返

り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境衛生課の人によさが伝わるよう説

明を考え準備しよう。 



８ 本時の展開（12 時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・環境衛生課と連携を取りながら，看板について話し合ったり，児童どうしで取組について意見

を出し合ったりするなかで優先すべき条件を見つけようとすることができる。 

（２）学習の展開 

 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判断し

た児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

15 分 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

１ 課題を確認し会を始め，各デザイン

の説明をする。 

 
２ 環境衛生課の方の講評を聞く。 

 
３ 講評をもとに，デザインと担当を選

定する。 

Ｔ：どうやってデザインを選んでいけば

いいですか。 

Ｃ：デザインを考えるときに文字を大き

くしたり，未来を描くことが大切なの

がわかりました。 

Ｃ：よい未来を描いているのは，○○く

んの作品だからそれにしたらいいと

思います。 

Ｃ：文字の大きさは，変えないといけま

せん。 

Ｔ：そうですね。それでは○○くんのデ

ザインを元に，看板を作っていきまし

ょう。看板作りの担当になりたい人い

ますか。 

４ 振り返る。 

Ｃ：今日は，環境衛生課の方に話して緊

張しました。でもどんな条件を大切に

しているか分かったのでよかったで

す。 

◯会をはじめる前に，環境衛生課

の方と打ち合わせをしておき，

デザインを一つに絞るのではな

く，デザインを選定する上で実

際に大事にしている条件や，各

デザインへのコメントをお願い

しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○環境衛生課の方には，講評後退

席して頂き，児童のみで授業を

進める。 

○環境衛生課の方が出された条件

を確認し，条件と合致する作品

を選定し，その作品を改善する

ポイントを考えさせる。 

◯児童の話し合いの結果としてデ

ザインを一つに絞る。 

 

 

 

○看板の絵はＡ３画用紙に描き業

者に提出する。そのため全員の

作業にできない。代表の担当を

決め進捗状況を全員に時折示し

ながら作品を完成させていく。

作品作りは休憩時間等に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなと解決

したい気持ち 

・環境衛生課

と連携を取

りながら，

看板につい

て話し合っ

たり，児童

どうしで取

組について

意見を出し

合ったりす

るなかで優

先すべき条

件を見つけ

ようとして

いる。（行動

観察） 

 

皆さんの絵を見させていただきまし

た。どれも工夫があってすばらしい。

ただ，どれも採用できません。私たち

が看板を立てるときに大事にしている

ことがあります。１つはどのようにし

たいか未来を描くこと，それから字と

絵のバランスです。どれも字が小さく

メッセージが伝わりません。字はデザ

インの３分の１以上の面積を使うよう

にしています。看板作りには，町の人々

のお金がかかっています。もう一度デ

ザインをよく練り直して考えてみてく

ださい。よい看板が出来上がるのを楽

しみにしています。 

看板デザインで優先すべき条件を見つ

けよう。 



８ 本時の展開（13，14 時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・看板を実際に立て，公衆衛生推進協議会の方々と地域を回って進んで啓発活動をする。 

（２）学習の展開 

 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判

断した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

20 分 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 分 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

10 分 

１ 課題を確認し，小田川に移動する。 

 

 

 

 

 

 

２ 看板の除幕式を行う。 

(1)開式宣言（児童代表） 

(2)主催者挨拶（児童代表） 

(3)来賓祝辞（環境衛生課課長） 

(4)来賓紹介（児童代表） 

(5)ロープを持ち写真撮影 

(6)除幕 

(7)ファンファーレ  

(8)閉会 

 

 

 

 

３ 近所を回り，啓発活動を行う。 

 

 

 

 

 

４ 三和小学校へ移動する。 

 

 

 

５ 振り返る。 

Ｃ：環境衛生課の人に頼まれて，最初はでき

るかな？大人の前で発表するのは大変だ

なと思ったけど，実際に発表したらみんな

認めてくれたし，今日看板を立てることが

できて，頼みを引き受けてよかったです。 

 

◯学活の時間に担当を決めて

おく。 

◯事前に一般的に除幕式とい

う儀式があることを児童に

伝えておき，そのような式

を行うかどうか，決めさせ

ておく。 

◯除幕式の式の進行を児童に

担当させる。 

◯ファンファーレ用に金管楽

器を持参させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯公衆衛生推進協議会の方と

一緒に近所を回る。 

◯地域の方に看板を立てたこ

とや，ゴミの不法投棄など

について啓発活動をさせ

る。 

 

 

 

 

◯環境衛生課の方の要請を受

けて発表し，看板を作った

経緯を振り返り，引き受け

て看板を立てた感想を振り

返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き受ける心 

・他人の願いを

自分事とし

て引き受け

ることのよ

さに気づい

ている。 

（振り返り） 

 

地域の方々と看板の除幕式を行おう。 



８ 本時の展開（15 時間／15時間） 

（１）本時の目標 

・単元全体を振り返り，自身のがんばったことや進めていく上での課題や，その課題をどのよう

に解決していったかという経緯と，地域の人と触れ合うことのよさや，触れ合った大人のよさ

に目を向けながら自分の成長を振り返ろうとすることができる。 

 

（２）学習の展開 

配時 主な発問と児童の反応予想 

○指導上の留意点 

☆「努力を要する」状況と判

断した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

３分 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目標の確認をする。 

 
 

２ 活動を振り返り交流する。 

・初めて小田川に遊びに行った時の写真 

・小田川で生き物を捕まえた写真 

Ｃ：はじめは小田川で遊んだのが楽しかった

し，カメがいてはしゃいだのを覚えてい

ます。 

・環境衛生課の方と一緒に川の生き物を調べ

た写真 

・小田川のゴミを見つけた写真 

Ｃ：環境衛生課の方と指標生物を調べたね。

小田川にはゴミも結構落ちていたね。 

・人口産卵床を設置した写真 

・ゴミ拾いをした写真 

・手製の浄水器で水をきれいにした写真 

Ｃ：川をきれいにするために，各班が色々な

方法に取り組んだね。でも効果をあまり考

えていなかったなぁ。 

・環境衛生課の方に小田川をきれいにする取

組を発表する写真 

・環境衛生課の方から公衆衛生推進協議会で

の発表を依頼された写真 

Ｃ：去年環境衛生課の前で話したから依頼し

ていただいたんだよね。 

・公衆衛生推進協議会の前で，一緒に取り組

みたいことについて発表した写真 

Ｃ：僕たちでやろうと決めて発表したら大人

も本気で話し合ってくれたな。 

・看板のデザインを考えた写真 

Ｃ：ゴミを捨てる人の気持ちを考えることの

大切さを◯◯くんが言ったとき，ぼくたち

はそこまで考えてなかったことに気づか

されたな。 

・看板のデザインを環境衛生課に提案した写

真など 

Ｃ：環境衛生課の方にデザインを発表するの

 

 

 

◯ICT 機器を使い，今までの

活動の写真を提示しながら

当時の思いを振り返らせ

る。 

 

◯本時までに記入した振り返

りシートの見直しをさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今までの自分のがんばりを振り返ろう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 分 

 

 

は緊張したけど，いい意見をくださった

ね。 

・完成した看板の除幕式の写真 

Ｃ：みんなで頑張った結果，除幕式までたど

り着いたね。これで川がきれいになるとい

いね。 

３ 振り返る。 

Ｔ：本当に君たちは今まで頑張ってきたね。

その成果として看板を立てることができ

ました。地域の人もいろいろと協力してく

ださりました。自分がいつもより頑張れた

こと，環境を守っていくって結局どういう

ことなのか，今の気持ちを振り返りに書い

てください。 

Ｃ：今回小田川の看板を立てる中で，大人の

人たちとたくさん話し合いました。今まで

は緊張していたけど，大人の人の話を聞く

と納得いくことがたくさんあって自分た

ちがどうやっていけばよいかとてもよく

分かりました。難しい質問を受けても何と

か「たぶん」で答えるようにして自分なり

でいいので答えようと努力できました。 

  結局環境を守るということは，ただ環境

を守る取組をやればいいのではないと思

います。そうではなくて，本当に効果があ

るのかしっかり考え，いろんな人と話し合

って何をするか決めることが大切だと感

じました。これからも本当に効果があるの

かと考え，人と話し合いながら物事を決め

ていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

◯振り返りの観点として６つ

の資質・能力を示す。 

◯生き方について考えるため

に「結局環境を守るという

ことは…」という文を使う

よう指示する。 

☆書いて表現しにくい児童に

は受け答えしながら思いを

引き出し書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

するどい目 

・単元全体を

振り返り，

自身のがん

ばったこと

や進めてい

く上での課

題や，その

課題をどの

ように解決

していった

かという経

緯と，地域

の人と触れ

合うことの

よさや，触

れ合った大

人のよさに

目を向けな

がら自分の

成長を振り

返ろうとす

ることがで

きている。 

（振り返り） 

 


